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【メインテーマ】

のばそう！ 健康寿命、  担おう！ 地域づくりを

＜健康寿命＞

○健康寿命をのばし、自立した生活、生きがいある生活の実現を目指します。

○仲間や地域の高齢者とともに継続的な健康活動に取り組みます。

＜地域づくり＞

○他世代や関係団体と連携し、安全・安心の住みよい地域づくりを目指します。

○元気高齢者の知識・経験・活力を生かす場づくり・機会づくりを広げます。
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第49回福井県老人クラブ大会開催要綱

1．メインテーマ

	 　　のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを	

2．趣　旨

	� 　私たち老人クラブは、共に支え合う「地域共生社会」の実現を目指し、地域で仲間

づくりの輪を広げながら、健康づくりや介護予防活動、高齢者相互の支え合い活動や

見守り活動に取り組んでいます。長期化するコロナ禍において、高齢者の社会的孤立

や心身の健康への影響が懸念される中、老人クラブへの期待はますます大きくなって

おり、フレイル（虚弱）予防や幅広い生活支援等、主体的にその取り組みを推進して

いくことが求められています。

	� 　本大会を契機として、老人クラブのより一層の活性化を図り、地域の様々な組織と

連携しながら、豊かな地域社会づくりに取り組み、明るい長寿社会の実現を期するも

のとします。

	� 　本年は、ここ鯖江市において開催いたします。

3．主　催	 一般財団法人 福井県老人クラブ連合会

4．共　催	 鯖江市老人クラブ連合会

5．後　援	 福井県・鯖江市・市長会・町村会

	 	 社会福祉法人 福井県社会福祉協議会

		  公益財団法人 福井県健康管理協会

		  社会福祉法人 鯖江市社会福祉協議会

		  福井新聞社・ＦＢＣ・福井テレビ

6．期　日	 令和 4 年 11 月 17 日（木）

7．会　場	 鯖江市文化センター

		  住所：鯖江市東鯖江 3-7-1　〒 916-0041

		  電話：（0778）52-7430

8．参加者	 約 450 名（被表彰者含む）

9．日　程

受付

開　　会

式　　典

表　　彰

来賓祝辞

休憩
地元

アトラクション
大会宣言 閉会

10：00 10：45 11：00 11：30 11：50



ー 2 ー

大 　 会 　 次 　 第

第1部（10：00～10：45）

歓迎のことば	 �鯖江市老人クラブ連合会副会長	 笠　島　三　男

国  歌  斉  唱

新福井県民歌斉唱

物故者への黙祷

あ　い　さ　つ	 福井県老人クラブ連合会会長	 三　上　利　明

表　　　　　彰	 老人クラブ育成功労者知事表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　鯖江市　 石　本　昭　一

	 福井県老人クラブ連合会会長表彰
	 　老人クラブ育成指導功労表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　敦賀市　 森　田　一　昭

	 　優良老人クラブ表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　南越前町　宅 良 愛 好 会

	 　活動賞表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　池田町老人クラブ連合会

	 　会員増強運動表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　鯖江市　四方谷町高齢者クラブ

来　賓　祝　辞	 福井県知事	 杉　本　達　治

	 福井県議会議長	 大　森　哲　男

	 鯖江市長	 佐々木　勝　久

	 鯖江市議会議長	 石　川　　　修

【小     憩】
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第2部（11：00～11：50）

○地元アトラクション

　　　合　　唱

　　　　　　　　「斎太郎節」

　　　　　　　　「この街で」

　　　　　　　　「いい日旅立ち」

　　　　　　　　「高校三年生」

　　　　　　　　「瀬戸の花嫁」

　　　　　　　　「最上川舟歌」　他　

　　　　　　　　 ※曲目は変更になる場合があります

　　　　　　　　　　　　　　男声合唱団　ゴールデンエイジふくい

大 会  宣  言 	 鯖江市老人クラブ連合会副会長	 萩　原　勢津子

老人クラブの歌斉唱

次回開催地老連挨拶	 敦賀市老人クラブ連合会副会長	 水　上　征二郎

閉会のことば	 福井県老人クラブ連合会副会長	 西　川　征　男

［司 会 進 行］	 福井県老人クラブ連合会副会長
	 鯖江市老人クラブ連合会副会長	 歸　山　美智栄
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令和４年度　老人クラブ育成功労者知事表彰

被表彰者

老人クラブ育成功労者（14名）　

市　町　名 氏　　　名 性　別

福 井 市
西　川　征　男 男

奥　田　芳　治 男

敦 賀 市 川　端　光　治 男

小 浜 市 藤　野　良　一 男

大 野 市 宮　本　敬　一 男

鯖 江 市 石　本　昭　一 男

あわら市 土　田　岩　男 男

越 前 市 山　本　達　雄 男

坂 井 市 佐々木　久　雄 男

永平寺町 和　田　高　枝 女

池 田 町 相　木　正　勝 男

南越前町 寺　下　　　貢 男

越 前 町 阪　下　登代治 男

おおい町 齋　藤　嘉　子 女
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令和４年度　福井県老人クラブ連合会会長表彰

被表彰者

１．老人クラブ育成指導功労表彰（27名）　

市　町　名 氏　　　名 性別 役　　職　　名

福 井 市

早　田　　　寛 男 福井市老連　理事

千　秋　利　榮 男 （元）順化第二健康クラブ　会長

池　田　タケ子 女 （元）照手第二ふれあいクラブ　副会長

重　森　千鶴子 女 （前）グリーンハイツ寿クラブ　老人家庭相談員

東　　　暢　子 女 （元）花堂北睦会　老人家庭相談員

敦 賀 市

森　田　一　昭 男 敦賀市老連　会長

井　上　一　雄 男 敦賀市老連　地区理事

廣　瀬　一　男 男 沢老人会 さわやかクラブ　会長

小 浜 市 森　見　　　武 男 （元）小浜市老連　理事

大 野 市
山　本　鐵　夫 男 （元）大野市老連　会長

丸　山　きよ子 女 （前）大野市老連　理事

勝 山 市 松　井　誠　一 男 （前）勝山市高連　理事

鯖 江 市
徳　橋　規　枝 女 鯖江市老連　理事

吉　村　與　一 男 鯖江市老連　監事

あわら市
山　﨑　長吉郎 男 あわら市老連　顧問

小　南　定　一 男 （元）あわら市老連　理事

越 前 市
三田村　範　幸 男 （前）越前市いきいきシニア連　理事

藤　井　嘉　嗣 男 （前）越前市いきいきシニア連　副会長
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市　町　名 氏　　　名 性別 役　　職　　名

坂 井 市

東　　　強　吉 男 （元）坂井市シニア連　理事

荒　川　芳　雄 男 坂井市シニア連　監事

森　　　正　喜 男 中央さわやかクラブ　会長

永平寺町 和　田　昭十四 男 （前）永平寺町健康長寿連　副会長

池 田 町 林　　　さだ子 女 池田町老連　女性部長

南越前町 南　　　良　一 男 宅良愛好会　監事

越 前 町
中　西　重　則 男 織田地区老連　理事

馬　谷　友　江 女 越前町老連　理事

おおい町 西　　　美佐子 女 （元）おおい町老連　女性部長
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２．優良老人クラブ表彰（５団体）
　

豊地区あじさい元気クラブ

市　町　名 福井市 地　　　域 豊地区

代 表 者 名 西川　征男 クラブ結成年月日 平成21.4.1

会員数（加入率） 281名（16%） 例 会 会 場 豊公民館

活動概要：
　7 つの単位クラブで結成され、健康活動や社会奉仕活動等、年間を通して活発に行っている。
　健康活動では、ウォーキングや健康体操のほか、毎週 1、2 回グラウンドゴルフ、フロアカーリング、スティッ
クリング、ワナゲ等多様に取り組み、健康増進を図っている。
　奉仕活動においては、特に、区民体育大会や学校の運動会の準備として、毎年 6 月と9 月に地区の小学校グラ
ウンドの南側約 200m に亘って児童と共に草刈り活動を行っている。当該場所は管理が不十分になりがちな場所で
もあり、地域の団体や学校等から感謝されている。また、刈り取った草の後始末を児童と一緒に行うことで、子ど
も達との交流も深めている。
　さらに、小学校安全パトロールや世代間交流として昔遊び指導等を行っており、子どもの育成と安心・安全の地
域づくりに寄与している。

野坂親睦会

市　町　名 敦賀市 地　　　域 野坂地区

代 表 者 名 中川　文雄 クラブ結成年月日 平成17.3.1

会員数（加入率） 91名（18%） 例 会 会 場 野坂公民館

活動概要：
　2 年間の休会時期を経て、平成 26 年度に組織活動再開後は運用方針を明確化し、地域の状況・生活環境の
変化に対応しながら多種多様な事業を展開している。
　健康活動では、週 2 回グラウンドゴルフに取り組み、週 1 回、地域住民にも参加を呼びかけて、地元公民
館において毎回内容を工夫しながらＤＶＤを活用した屋内体操を実施し、会員や地域住民の健康増進を図っ
ている。また、コロナの影響で現在は活動を休止しているが、「脳トレサウンズ」としてスコップ三味線に取
り組み、高齢者施設への慰問発表会や、敬老会、納涼祭等で演奏を披露している。
　さらに、地域での清掃奉仕活動、原子力災害避難先視察研修等の実施のほか、地区老連として取り組んだ
地区の昭和史＆平成史の冊子作成に積極的に携わるとともに、冊子内容の広報活動等にも力を入れている。
　友愛精神を基本に会員相互の親睦を図り、常に会員全体の対応を意識しながら活動に取り組んでおり、こ
のことが会の活性化と会員増にも繋がっている。

阪谷地区福寿会九頭竜クラブ

市　町　名 大野市 地　　　域 森本区・松丸区・石谷区

代 表 者 名 岩本　喜代英 クラブ結成年月日 昭和55.4.1

会員数（加入率） 22名（19%） 例 会 会 場 松丸集会場

活動概要：
　会員の資質向上と老人クラブの活性化を図るため「九頭竜愛好会ワナゲクラブ」を立ち上げ、月 2 回練習を
行い、会員相互の親睦と健康づくりを図っている。
　また、ワナゲのルールやポイントをまとめた「ワナゲ指南」や独自のチラシを作成して、会員のみならず地
域住民にも参加を呼びかけたり、子ども達との世代間交流大会を企画したりするなど、地域でワナゲの浸透を
図り、交流を深めながら地域全体の健康推進に努めている。
　このような活動や取り組みに対する姿勢が理解され、地域に愛され認知されるクラブとなり、そこから波及
して地区福寿会全体の活性化に繋がった。
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宅良愛好会

市　町　名 南越前町 地　　　域 宅良地区

代 表 者 名 伊藤　喜右エ門 クラブ結成年月日 昭和60.4.1

会員数（加入率） 81名（37%） 例 会 会 場 古木区生活センターリトリートたくら

活動概要：

　総会以外にも全会員が参加できる事業として「会員いきいきの集い」を企画し、地区の地理歴史を学ぶ講
座やワナゲ等のスポーツ交流を行い、会員相互の親睦を図っている。また、会長、副会長、老人家庭相談員
の 3 名で一人暮らし会員宅を訪問するなど、友愛活動にも積極的に取り組んでいる。
　奉仕活動においては、地区のシンボルである「宅良のさくら」周辺の清掃活動や、地区にある「赤谷砂防
堰堤群」までの草刈り活動を積極的に行っている。明治時代に築かれ、自然石や土で作られた 9 基から成る
この堰堤群は、国の登録有形文化財に指定されており、景観も良く訪れる人も多いため、その案内役を会員
が務めるなど、観光ガイド活動にも力を注いでいる。
　また、近年はコロナ禍によりイベントが中止になるなか、健康づくりとしてウォーキングの推進を図り、
会員の健康保持・増進に努めている。

第一寿クラブ

市　町　名 越前町 地　　　域 江波１区・江波２区

代 表 者 名 上野　哲夫 クラブ結成年月日 昭和37.4.1

会員数（加入率） 70名（50%） 例 会 会 場 江波コミュニティセンター

活動概要：
　年間を通して社会奉仕活動や健康活動に積極的に取り組んでいる。
　奉仕活動では、地区神社等の清掃活動や、地区の「花いっぱい運動」に参加協力し、花壇の土壌づくりや
植栽作業を行っている。健康活動においては、週 1 回ゲートボールやペタンクを行い、健康づくりを図って
いる。
　また、クラブ独自でいち早くフレイル予防に取り組んでおり、講習会等を開催し広く会員に参加を呼びか
けるなど、会員の健康保持に努めている。
　会長と女性部長（老人家庭相談員）で会員宅を訪問して会員の生活状況や健康状態などを確認し、その結
果を総会で報告するなど、友愛活動に対する意識は高く、クラブの連帯感も強い。また、常に会員同士が語
り合える場づくりを心掛け、会員相互の融和を図っている。
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令和４年度 『活動賞』

○全国老人クラブ連合会会長表彰（2団体）　

永平寺町健康長寿クラブ連合会

市　町　名 永平寺町 結 成 区 域 永平寺町

代 表 者 名 南保　秀樹 クラブ結成年月 平成 18 年 4 月 会員数（クラブ数） 1,646名（32クラブ）

活動概要：【世代間交流活動】
　令和元年より、福井県立大学看護学科の学生と、年２回「交流会」を行っている。参加者は、各回一部メ
ンバーを入れ替え、学生 25 名と会員 15 名で 40 名程。5 つのグループに分かれて座談会を行ったあと、グルー
プ対抗でワナゲ大会を実施している。
　座談会では、学生が「趣味や日課、健康のために気を付けていること」などを質問したり、会員が学生に
一人暮らしやアルバイト等について聞いたりして、お互いの生活文化や価値観について理解を深めている。
ワナゲ大会は、高齢者が健康づくりの一環として取り組んでいる競技を知ってもらおうと老人クラブが提案
した企画である。
　今後看護師を目指す学生にとって、この交流会は、高齢者の生活や健康の課題を知る上でも大変有意義な
時間となっている。「高齢者のイメージが 180 度変わった」との声も聞かれるなど、会員もまた、交流を通
して元気高齢者をＰＲすることにより、老人クラブが果たしている役割や意義を伝えることができた。

池田町老人クラブ連合会

市　町　名 池田町 結 成 区 域 池田町

代 表 者 名 堀口　岩男 クラブ結成年月 昭和 35 年 7 月 会員数（クラブ数） 386名（8クラブ）

活動概要：【世代間交流活動】
　池田小学校と連携し、「ふるさと学習」の一環として、令和 2 年度より児童と野菜づくりに取り組み交流
を図っている。3、4 年生児童と老人クラブ会員で組織する「ドリーム・カンパニー」を立ち上げ、野菜の植
え付けから管理、収穫、販売までを一年を通じて行っている。
　4 月に児童を交えて「野菜づくり計画会議」を開催し、子ども達の意見を聞きながら栽培する野菜を決め
ている。種蒔き、苗植え、マルチやネット掛け、野菜の定植、水やりや草刈り等の農作業を、会員が手ほど
きしながら楽しく一緒に行い、収穫した野菜は、「いけだ食の文化祭」に出店し、会員が見守る中、事前に学
校で現金の取り扱い等を練習した児童が接客を担当し販売している。また、野草教室や野草を使ったピザづ
くり、竹の箸づくり、秋には全学年児童とこども園の園児達も参加して収穫感謝祭を行うなど、子ども達と
の交流を深めている。
　このような農作業体験は、子ども達にとって大変貴重な体験となっており、池田町の自然の素晴らしさや
地域のつながりを学ぶよい機会となっている。また、これまで培ってきた知恵や技能が活かされることで、
会員自身の意欲向上にもつながっている。
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会員増強運動表彰

○10名以上純増クラブ（5団体）　＜期間：令和3年4月1日～令和4年4月1日＞
　

市　町　名 単　位　ク　ラ　ブ　名
R3

会員数（名）
R4

会員数（名）
対前年増 

会員数(名)

敦　賀　市 櫛川 ことぶき会 70 85 15

鯖　江　市 四方谷町高齢者クラブ 21 32 11

越　前　市
新在家長寿会 84 95 11

稲寄・翁稲会 54 65 11

坂　井　市 京町いきいきクラブ 188 205 17
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○5～9名純増クラブ（14団体）　＜期間：令和3年4月1日～令和4年4月1日＞
　

市　町　名 単　位　ク　ラ　ブ　名
R3

会員数（名）
R4

会員数（名）
対前年増 

会員数(名)

福　井　市 開発碧風会 85 91 6

敦　賀　市
公文名 公寿会 30 38 8

本町2丁目 高砂会 36 43 7

小　浜　市 野代長生会 46 51 5

大　野　市

乾側地区長寿会第 2 クラブ 30 37 7

乾側地区長寿会第 3 クラブ 52 58 6

上庄長生会第 3 クラブ 75 81 6

越　前　市 赤坂寿楽会 105 111 6

坂　井　市

高椋すこやか第九クラブ 27 34 7

新町さわやかクラブ 38 43 5

境さわやかクラブ 30 35 5

清永あおぞらクラブ 69 74 5

恵比須友愛クラブ 61 66 5

若　狭　町 岩屋老人クラブ 49 54 5
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大　会　宣　言

　高齢者や子ども、障がいのある人々など、誰もが住み慣れた地域でお互いに支え

合いながら生きがいを持って、安心して暮らすことができる「地域共生社会」を実

現することが、少子高齢化や人口減少が加速化しているわが国が目指すべき方向で

あります。

　私たち老人クラブもその実現に向け、当事者として、また地域社会の一員として

行政や地域団体などの様々な組織と連携しながら、健康づくりや友愛活動などを通

じて介護予防や高齢者の見守り、日常的な生活支援に取り組んできました。

　令和２年から続く「新型コロナウィルス」の感染拡大は、私たちのクラブ活動を

自粛に追い込むなど日常生活にも大きな影響を及ぼしましたが、「新しい生活様式」

を取り入れながら感染防止対策にも万全を期し、少しずつ前に進もうとする動きも

広まってきました。

　「新型コロナウィルス」の先行きは不透明な状況ですが、感染拡大防止と社会経

済活動の両立を目指して、「新型コロナウィルス」を過度に恐れることなく、正し

く理解しながら培った豊富な経験や知識を踏まえた創意工夫により、多様な活動を

推進することを私たち老人クラブに対してこれまで以上に期待されています。

　こうした期待に応えるためには、クラブ活動の源となる会員数の維持・増強も極

めて重要な課題となっています。

　私たち老人クラブ会員は、『笑顔があふれる「めがねのまちさばえ」』の地におい

て、「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」のメインテーマのもと、次の

事項の実践を誓い、ここに宣言します。

　一、　老人クラブ活動の基盤となる会員増強に努め、活動の活性化を推進します

　一、　地域の友愛活動に積極的に参加し、高齢者の暮らしを支えます

　一、　健康づくりや介護・フレイル予防活動を充実し、健康寿命を延ばします

　一、　高齢者を取り巻く交通事故や消費者被害の防止に向けた啓発活動を推進します

　一、　高齢者の尊厳と命が守られる「地域共生社会」の実現を目指します

令和４年１１月１７日

第４９回福井県老人クラブ大会
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